
１１）下屋根部

ＮＳ型 鉄骨造直張り

下　地 鉄骨胴縁組

縦胴縁
＠610㎜以下

留付方法 張り方向
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１１）下屋根部 ②流れ側　Ｍ端部カバー

下葺材

●防水紙を雨押えの上にかぶせて施工します。

●Ｎ端部カバー下端と雨押えの間に、１０～１５㎜の隙間を設けます｡

●センターサイディング下端が柄凹部となる場合は必要に応じてＣＳバッカー材を貼り付け、Ｎ端部カバーに

　 差し込みます。（※）

専用ビス

防水紙

専用ビス

●防水紙を雨押えの上にかぶせて施工します。

●Ｎ端部カバー下端と雨押えの間に、１０～１５㎜の隙間を設けます｡なお、流れ側にはＣＳバッカー材は不要です。
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センターサイディング

専用ビス


	シートとビュー
	12_sf_ns_hy_vis_lrf_ecv-Model


